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マッセＯＳＡＫＡ公募論文

１．募集内容 『論文』と『エッセイ』を募集します。

論文・エッセイともに自治体や行政に関する内容であれば、テーマは自由。

・自治体政策に関するものや自治体の抱える課題等を対象とします。

・福祉、教育、文化、環境、まちづくり、行財政など、すべての行政分野を

対象とします。

２．文 字 数 論　　文：１０,０００字程度

エッセイ：３,０００字～８,０００字程度

※論文の書き方については、当センターＨＰ内の「論文の書き方」

（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｍａｓｓｅ.ｏｒ.ｊｐ/ｋｅｎｋｙｕ/ｋｉｙｏ/ｋａｋｉｋａｔａ.ｐｄｆ）を参考にして

ください。

３．募集対象 大阪府内市町村職員

４．賞 金 等 最優秀論文賞 １００,０００円 優秀論文賞　５０,０００円

優秀エッセイ賞 ３０,０００円

各部門審査員特別賞 １０,０００円

※最優秀論文・優秀論文については、当センター刊行物に掲載。

５．締　　切 毎年９月下旬

（詳細については、決まり次第、各市町村研修担当課へ通知します。）

６．提　　出 ワープロソフト等にて作成し、メールによるデータ添付で、下記メールアドレ

スに送信してください。

７．問合わせ おおさか市町村職員研修研究センター（マッセＯＳＡＫＡ）

ＴＥＬ ０６－６９２０－４５６５ ＦＡＸ　０６－６９２０－４５６１

Ｅ-ｍａｉｌ ｃｅｎｔｅｒ-ｔｒ@ｍａｓｓｅ.ｏｒ.ｊｐ

論論論論文文文文・・・・エエエエッッッッセセセセイイイイをををを募募募募集集集集ししししまままますすすす！！！！！！！！

皆さんの、日頃の業務に対する悩み・思いを、論文・エッセイと
して形に残してみませんか？
論文はちょっと敷居が高いという方には、エッセイ部門もありま
すので、お気軽にご応募ください。
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広 域 研 究 活 動 支 援 事 業

研研研研究究究究ググググルルルルーーーーププププをををを募募募募集集集集ししししまままますすすす！！！！！！！！

１．目　　　　的 現在の課題や将来起こりうる複数市町村に係る広域的な政策課題について、

複数の大阪府内市町村の職員が共同して主体的に調査・研究を行うことによ

り、政策形成の参考となる活動に対して支援を行い、府内市町村における政

策研究活動の推進に寄与することを目的としています。

２．対　　　象 複数の府内市町村職員（５名以上）で構成されるグループ

３．内　　　容 複数の市町村の職員で構成される研究グループの研究活動に要する費用のう

ち、広域研究活動支援事業実施要綱（別紙添付）に掲げる経費の一部（９０％

以内）を支援期間（２年以内）において一研究グループ４０万円を限度とし

て助成します。

４．申　込　み お申込は、マッセＯＳＡＫＡ研究課にお願いします。

５．申 込 締 切 毎年６月末（詳細が決まり次第、各市町村研修担当課へ通知します。）

６．問い合わせ先 おおさか市町村職員研修研究センター（マッセＯＳＡＫＡ）

ＴＥＬ：０６－６９２０－４５６５ ＦＡＸ：０６－６９２０－４５６１

Ｅ-ｍａｉｌ：ｃｅｎｔｅｒ-ｔｒ@ｍａｓｓｅ.ｏｒ.ｊｐ

過去には、「政策法務」、「職場のコミュニケーション

活性化」、「住民サービス向上」、「環境自治体づくり」

など様々なテーマでの研究がおこなわれました。

テーマに指定はありません。日常業務で困っているこ

とや、こんな風になればいいのにと思っていることを

みんなで考えて「研究」という形にしてみませんか？

たくさんのご応募お待ちしています。
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新新新新たたたたなななな取取取取りりりり組組組組みみみみ（（（（宝宝宝宝くくくくじじじじ PPPPRRRR 事事事事業業業業））））
今年度は宝くじのＰＲ事業並びに大阪府内の商店街活性

化事業として、大阪府内４ブロック（北摂・河北・中部・
泉州）５箇所の商店街において、次のようなイベントを実
施いたしました。

イベント内容：宝くじを景品とした抽選会を実施していた
だき、広くサマージャンボ宝くじを広めていただこうとい
うもの（イベントにあわせて、アンケート調査も同時に実
施いたしました。）。実施期間は宝くじ販売期間中の７月７
日から７月３０日。

５つの商店街においては、それぞれの特色を活かしたイ
ベントが行なわれ、どの商店街においてもいつも以上にに
ぎわいを見せておりました。まずまずの成果をあげたよう
に思います。
また、このイベントでのアンケート結果では、宝くじが

まちづくりに役立っていることを男性では４３パーセント、
女性では３４パーセントの方が知らなかったということがわ
かりましたので、まだまだＰＲしていかなければならない
のかなと感じました。また、知っているという回答者につ
いては、男女ともに８０パーセント以上の方が、３０代から
６０代であることから、若い世代へのＰＲに力を入れる必要
があると考えられます。このアンケートは今後の宝くじの
ＰＲ活動にたいへん参考となりました。ご協力いただきま
した皆様方にはこの場をお借りいたしまして深く感謝申し
上げます。
最後に、市町村におかれましても、広報紙への掲載や公

用車用ステッカー（右下の写真参照）によるＰＲを行なっ
ていただいておりますが、今後とも、ＰＲ活動にご支援・
ご協力いただきますようよろしくお願いいたします。

イベントの様子（写真）

石橋商店街

天美商店街振興組合の入り口付近

泉北高速鉄道
和泉中央駅周辺

天美駅前東商店会

ビオルネ専門店街

公用車用のステッカー
（商店街のイベントとは関係ありません）
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